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1．研究活動
子ども発達学科教授　田邊　光子

2．教育活動（教育実践上の主な業績）　　大学院授業担当　□有　■無

3．学会等および社会における主な活動
主な役職

社団法人全国幼児教育研究協会
（副理事長）

2003～現在に至る 会の副理事長として事業に取り組んでいる。全国
の幼児教育関係者のための研修に関する事業とし
て全国規模で、研究大会・経営研修会を年に各 1
回ずつ開催している。また、幼児教育に関する本
の出版も行っている。

子どもと保育実践研究会（副会長） 2001～現在に至る 会の副会長として全国規模で実践研究会を年 2回
開催している。

愛知県幼児教育研究協議会
（専門委員長）

2006～現在に至る 愛知県教育委員会教育長の諮問により協議会の委
員（副会長）及び専門委員（委員長）として、幼
児教育の課題について、意見をまとめ、幼児教育
の在り方を報告書としてまとめ提言をしている。

（著書）

保育・子育て Q&A―保護
者と保育者がいっしょに考
えて解決していくために―

2009． 8 ひかりのくにK・K 幼児期の子育てについて、健康・安全について、
しつけについて、友達について、生活習慣に
ついて、遊びについて、発達について、おけ
いこごとについて、親のおつきあいについて
の 8つの柱から取りあげ、それぞれについて
の基礎知識及び具体的な保護者の質問に対す
る回答を考え、保護者の幼児理解を深める。
（監修：秋山　仁、小野和哉、塩美佐枝
 編集：田邊光子
 著者：田邊光子、柴崎正行、神長美津子
    他５名）

（論文）

子どもや社会の変化に対応
した教育課程・保育課程
―伝え合う力と規範意識の
芽生えを培う体験を重視し
て―

2010． 3 愛知県幼児教育研究協議
会

幼児の伝え合う力と規範意識が育つプロセス
と、発達の時期に応じた必要な体験を明らか
にする。そしてそれを教育課程・保育課程に
どのように位置づけ、保育実践につなげるか
を研究するため（2年計画）本年度はその資
料として、実態調査を行い、その結果をまとめ、
考察を行った。
調査対象（1,484 人）
幼・保の保育者、小学校教師　749 名
幼・保・小の保護者　約 735 名
（田邊光子・牧　信子・吉田とき枝  他 9名）

幼児期の ｢学び ｣から児童
期の ｢教科学習」への接続
をどうはかるか　―数量概
念の形成と書きことばの獲
得に視点をあてて―

2010． 3．26 名古屋芸術大学研究紀要
第 31巻

幼児期の数量概念は、どのような具体的体験
を通して形成されているのか、またそれは、
小学校教育 ( 教科等）において、具体的にど
のような学習活動と結びついているのかを明
らかにした。幼稚園から小学校への ｢接続期
｣の教育課程編成の必要性を述べた。
（伊藤孝照・田邊光子・三神廣子・柳生みよ子・
 野原由利子）
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半田市幼保一体化実務研究会委員
（教育･保育部会助言者）

2006～現在に至る 半田市立の認定こども園開設にあたって、主とし
てこども園の教育･保育カリキュラムの内容を検討
し、作成に向けて助言をしている。

小牧市保育園運営委員会
（副委員長）

2008～現在に至る 小牧市の保育園運営における当面する課題につい
て、その方策を協議し、今後の保育園運営の在り
方について意見を具申している。

愛知県教育振興会（評議員） 2007～現在に至る 愛知県の教育振興・充実を図ることを目的として、
教育振興に関する事業や教育研究活動への助成、
教育的刊行物の発行、教育調査などを行っている
会の評議員として意見を具申している。

愛知県幼稚園教育研究会
（研究指導･助言者）

2008． 5． 1～現在に至る 平成 20年度･ 21 年度の研究課題「様々な体験を重
ね合わせながら、生きる力の根っこを育てる」に
ついて、実践研究の進め方・研究の内容等について、
尾張地区･三河地区･名古屋地区のそれぞれに指導･
助言を行った。

〈外部講師〉

半田市立幼稚園「教育課程研修会」 2009． 4．17 幼稚園教育課程の改訂を受けて、改訂の概要―新
教育要領に、そのまま引き継がれること、内容を
改訂し強化･充実したこと―と、今後の幼稚園教育
の実践の場への生かし方について述べた。

愛知県私立幼稚園連盟地区別講
座・一宮地区

2009． 5．23 「生活と学びの連続性を考える」と題して、私立
幼稚園連盟･一宮支部傘下の幼稚園教諭対象に話し
た。

北名古屋市「保育士全体研修会」 2009． 6．23 保育所保育指針改定の内容について説明した。ま
た、指導計画作成上、特に留意し、意図的に保育
実践の場に取りあげ、体験させていくことなどに
ついて述べた。

西尾市「平成 21年度施設長研修」 2009． 7． 3 「施設長の責務とその専門性の向上について」を
テーマに、公立･私立の幼稚園長、保育園長を対象
に述べた。

全国幼児教育研究協会
「免許状更新講習」

2009． 7．31 「これからの幼児教育」と題して、教育改革の動向
を通して教育の原点を考えることを軸に小田　豊
氏と共に、選択の 18時間を実施した。

愛知県保育技術講座 2009． 8． 3～ 8． 4 文部科学省･愛知県教育委員会が県下各地の幼稚園
･保育所の保育者対象に実施する「専門研修」、「幼
児の発達する姿のとらえ方」、「幼児教育と小学校
教育の連続性」等について講義した。

愛知県幼稚園教育研究会
「公開講演会」

2009． 8．20 「様々な体験を重ね合わせながら、生きる力の根っ
こを育てる」をテーマに、幼児期における生きる
力とは何か、心の安心感と自己肯定感を育てる保
育とは、幼児期における体験の意味づけ等につい
て述べた。

刈谷市教育研究会幼稚園部会 2009． 8．28 「小学校教育への生活や学びの連続性を考える―協
同的活動を通して―」をテーマに、ビデオ視聴を
通して、教育要領の「ねらい」「内容」の具体化を
話した。

清須市保育園保育士研修会第1回、
第 2回

2009． 9．14
2009．12．17

清須市保育園の園長及び園長補佐を対象に、市の
保育課程と指導計画の編成･作成について、編成の
ポイントや作成の手順などについて話した。また、
2回目は、具体的に編成された保育課程への指導･
助言を行った。
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刈谷市保育士研修会 2009．10．24 「協同的活動の体験を重ねる保育を考える」と題
して、協同的活動の体験のもつ意味とその必要性、
及び協同性が発達していく過程について述べ、指
導計画に位置づける大切さを話した。

安城市主任保育士･主任教諭研修
会

2009．10．29 「幼･保･小の連携について―生活と学びの連続性を
考える」と題して、特に、小学校の教科学習で生
き生きと活動できるために、幼児教育で身に付け
させておかねばならぬ心情･意欲･態度について述
べた。

北名古屋市保育課程編成委員会 2009．11． 4 北名古屋市の園長･主任で構成されている保育課程
編成委員会において、編成するにあたって必要な
項目、記述内容などの指導を行った。

名古屋市巡回相談事業 2009．12． 4 幼稚園児、未就園児をもつ地域の保護者を対象に
「家庭教育で大切にしたいこと」と題して、特にし
つけについてを中心に話した。

清須市保育園保育士研修会 2010． 2． 8 「これからの保育のありかたについて」と題して
保育士全員を対象に、新保育指針のめざすところ、
ねらいと内容に含まれる新しい保育の視点などに
ついて話した。

半田市保育の会 2010． 2．13 半田市に新設され、平成 22 年度から開始する半
田市立認定こども園について、1．認定こども園と
は、 2．認定こども園の保育内容　3．基本理念な
どについて話し、半田市こども園カリキュラムの
内容について説明した。




